
































































文献（「沿革」「由緒」など 1)）と明治 11 年とする文
献 [ 農務局工務局 1886、大日本窯業協会編 1914、前
田 1934、岩満 1967 など］がある。また後者の場合、
窯そのものは明治７年に田中徳兵衛 [ 前田 1934、岩
満 1967] あるいは中西十太郎 [ 農務局工務局 1886、
大日本窯業協会編 1914] によって開かれ、11 年に柚
木崎六兵衛が継承したとされている。明治 18 年の繭
糸織物陶器漆器共進会に「柚木崎六兵衛」が出品して




ちの国鉄宮之城線、昭和 62 年（1987) 廃線）によっ
て寸断されていることから、この工事にともない閉窯
したとも考えられる [渡辺 2007：12 頁］。一方、昭和
9 年（1934）に本窯跡を踏査した田澤金吾・小山冨士
夫らによれば、当時は「休窯状態」であったという [田







　永井窯：明治 16 年（1883)、瀬島熊助 2) に陶法を
学んだ永井太左衛門が開窯したという [農務局工務局
1885]。同じく明治 18 年の共進会に出品している [川
内市歴史資料館編 2000：18 頁 ]。閉窯年代はやはり
不明で、昭和９年段階では「休窯」している。燃焼室
       図 2 平佐焼現窯跡 (筆者撮影 )





　向井窯：明治 42 年（1909) に向井勘兵衛が開窯し、
昭和 16 年（1941) の彼の死去にともない閉窯したと













和元年（1926) とするもの [前田 1934、川内郷土誌編
さん委員会編 1976] と、昭和 16 年とするもの［岩満











































なり最多となるが、その後、明治 44 年（1911）に 2
和暦 西暦 製造戸数 職工数 窯数 室数 錦窯 素焼窯 其他 備考
明治 21 年 1888 3 27 「窯数」とあるが「室数」と判断
明治 22 年 1889
明治 23 年 1890 9 19 「窯数」とあるが「室数」と判断
明治 24 年 1891 9 19 「窯数」とあるが「室数」と判断
明治 25 年 1892 48 26 「窯数」とあるが「室数」と判断
明治 26 年 1893 24 21 「窯数」とあるが「室数」と判断
明治 27 年 1894 23 21 「窯数」とあるが「室数」と判断
明治 28 年 1895 4 30 1 「窯数 21」「室数 28」で不自然
明治 29 年 1896 4 36 4 21 2
明治 30 年 1897 4 36 4 21 2
明治 31 年 1898 4 36 4 22 2
明治 32 年 1899 6 48 6 26 2
明治 33 年 1900 6 48 6 26 2
明治 34 年 1901 6 48 6 26 2
明治 35 年 1902 5 25 6 26 2
明治 36 年 1903 4 19 6 26 2
明治 37 年 1904
明治 38 年 1905 4 28 6 26
明治 39 年 1906 4 28 6 26
明治 40 年 1907 4 28 6 26
明治 41 年 1908 4 28 6 26
明治 42 年 1909 3 34 6 26
明治 43 年 1910 3 30 6 25
明治 44 年 1911 4 35 2 25
大正 1年 1912 4 38 2 25
大正 2年 1913 4 39 2 25
大正 3年 1914 4 34 2 25
大正 4年 1915 4 33 2 25
大正 5年 1916 2 9 2 14 2
大正 6年 1917
大正 7年 1918
大正 8年 1919 2 9 2 14 2
大正 9年 1920 2 9 2 14 2
大正 10 年 1921 2 9 2 14 2
大正 11 年 1922 2 9 2 14 2
大正 12 年 1923
大正 13 年 1924
大正 14 年 1925 1 6 1 8
昭和 1年 1926 1 2 1 「窯数 7」「室数 3」で不自然
昭和 2年 1927 1 2 1 「窯数 7」「室数 3」で不自然
昭和 3年 1928 1 2 1 「窯数 7」「室数 3」で不自然
昭和 4年 1929 1 2 1 「窯数 7」「室数 3」で不自然
昭和 5年 1930 1 2 1 「窯数 7」「室数 3」で不自然












































































なされている [ 関編 2005］。ここではそれを整理する
に留めたい。
る。同窯跡物原ではコバルト染付が採集されている




















































田 1934：444 頁 ]、その後、安政５年（1858) に閉窯









図 5 御定式窯跡 (筆者撮影 )
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58
ンは、1860-61 年と 1870-71 年の二度にわたって来日
しており、後者の来日の際には鹿児島も来訪している。
鹿児島には 1871 年 2 月 4 日から 19 日（太陽暦）まで
滞在し、2月 8・9日（明治 3年 12 月 19・20 日）に「磯
の工場」を訪れている。これは島津久光らによって開
























































2015 年８月 15 日　稿了




















3) 平佐焼における鼈甲焼は、安政 5 年（1858）の墨書銘









（48-53 頁）および渡辺 2001a・b、2002 による。
6) ただしこの時期、鹿児島県内の陶磁器生産額もまた、
全国の生産額全体の中でその比率を急速に減少させてい




なものであろう [ 有田町史編纂委員会編 1985：207-210
頁 ]。


























生産について」『黎明館調査研究報告』15, 27-41 頁 .
福薗美由紀 2009「「明治十年九月」銘のある平佐焼碗－平
佐焼におけるコバルト顔料使用開始時期について－」
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